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アリストテレス (BC384-322)
「動物誌: historia animalium」

    動物の行動は、すべて交
尾や産児や食物の獲得に関係
があり、寒さや暑さや季節の
移り変わりに適応している。

    すなわち、すべての動物
は、寒さ暑さの移り変わりに
ついて生来の感受性があり、
（中略）、住む場所を変える
ことのできるものは、そうす
るのである。
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ウズラ Japanese quail (Coturnix japonica)

愛知県はウズラの日本一の産地：年間500万羽を生産
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